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給
水
管
の
赤
水
や
水
量
不
足
解
消
の
た
め
、
各
種
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法
を
用
い
て
給
水
管
を
更
生
す
る
「
日
本
管
更
生
工
業
会
」

が
本
年
で
設
立
二
十
周
年
を
迎
え
る
。
近
年
で
は
、
排
水
管
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法
も
同
工
業
会
で
扱
う
よ
う
に
な
り
、
給
排
水
分

野
の
更
生
を
担
う
団
体
と
し
て
今
後
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
水
道
の
本
格
的
な
維
持
管
理
時
代
に
入
っ
た
今
日
、
将
来
的

に
安
全
で
安
定
し
た
給
水
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
老
朽
施
設
の
更
新
は
不
可
欠
と
な
り
、
機
器
の
修
理
や
迅
速

な
復
旧
、
効
率
的
な
維
持
管
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
水
質
汚
染
の
影
響
は
、

水
道
水
質
に
対
す
る
要
求
を
よ
り
高
度
な
も
の
に
し
て
い
る
。
安
全
な
水
と
管
更
生
工
事
の
展
望
を
「
日
本
管
更
生
工
業
会
」

田
中
会
長
に
伺
う
と
と
も
に
、
同
工
業
会
が
推
進
し
て
い
る
先
端
技
術
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

塗
料
成
分
の
安
全
性
と
適
切
な
施
工
が
重
要

の
管
理
に
つ
い
て
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
道
で
使
用
す
る

水
に
触
れ
る
資
機
材
や
給
水

装
置
に
つ
い
て
は
、
水
道
法

に
基
づ
く
省
令
と
し
て
、
各

々
、
構
造
材
質
基
準
が
定
め

　
　
　
　
　
　

ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

こ
の
中
で
、

　
　
　
　
　
　

水
道
施
設
で

　
　
　
　
　
　

水
に
触
れ
る

　
　
　
　
　
　

資
材
や
設
備

　
　
　
　
　
　

の
材
質
に
つ

　
　
　
　
　
　

い
て
は
、
「

　
　
　
　
　
　

水
の
汚
染
の

　
　
　
　
　
　

お
そ
れ
が
な

　
　
　
　
　
　

い
こ
と
」
と 　

つ
ま
り
、
管
更
生
工
事
の

施
工
に
お
い
て
大
切
な
こ
と

は
、
施
工
手
順
が
守
ら
れ
て

い
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
給
水
管
を
通
し

て
供
給
さ
れ
る
水
道
水
の
衛

生
性
や
安
全
性
を
担
保
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
条
件
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
内
に

設
置
さ
れ
た
給
水
管
路
の
老

朽
化
は
、
住
民
の
生
活
の
「

質
の
低
下
」
と
な
る
。
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
た
め
、
確
実

に
し
か
も
経
済
的
に
元
の
状

態
に
回
復
さ
せ
る
と
い
う
管

更
生
工
事
は
大
き
な
社
会
的

使
命
を
抱
え
て
い
る
仕
事
で

あ
り
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

管
更
生
技
術
は
、
既
設
の

ま
ま
「
上
水
道
管
」
や
「
各

種
工
業
用
給
水
管
等
」
の
管

内
に
発
生
し
た
「
錆
こ
ぶ
」

を
除
去
し
、
管
内
面
に
エ
ポ

キ
シ
樹
脂
塗
膜
の
コ
ー
テ
イ

ン
グ
に
よ
る
防
錆
処
理
を
行

い
、
管
を
更
生
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
研
究
開
発
さ
れ

た
工
法
で
あ
る
。
保
健
衛
生

の
見
地
か
ら
も
品
質
的
に
高

度
な
も
の
が
要
求
さ
れ
る
た

め
、
施
工
業
者
が
負
う
技
術

的
な
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

　

今
後
、
市
場
が
拡
大
・
発

展
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
場

合
、
そ
の
責
任
を
全
う
す
る

た
め
に
は
、
業
界
を
構
成
す

る
各
工
法
開
発
業
者
を
は
じ

め
と
し
、
施
工
業
者
が
互
助

的
精
神
の
も
と
に
技
術
の
維

持
・
向
上
を
図
り
社
会
的
信

日
本
管
更
生
工
業
会

頼
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
管
更
生
工
業
会
で
は
、

管
更
生
技
士
認
定
規
定
に
基

づ
き
、
技
士
認
定
研
修
会
お

よ
び
認
定
試
験
を
実
施
し
て
、

管
更
生
技
術
の
維
持
・
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
管
更
生

工
事
が
適
正
に
施
工
さ
れ
る

よ
う
業
界
指
導
を
行
い
、
会

員
企
業
の
地
位
向
上
と
水
環

境
の
改
善
に
資
す
る
よ
う
努

め
て
き
た
。

　

本
年
、
設
立
二
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
を
機
に
、
任
意

の
業
界
団
体
と
し
て
で
は
な

会
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安全な水と給水器具の維持管理安全な水と給水器具の維持管理
　

本
年
で
設
立
二
十
周
年
を

迎
え
る
当
工
業
会
は
、
給
水

管
の
赤
水
、
水
量
不
足
解
消

の
た
め
、
給
水
管
を
更
生
す

る
工
法
と
し
て
、
国
土
交
通

省
の
技
術
評
価
や
審
査
証
明

を
取
得
し
た
九
工
法
（
図
一
）

を
中
心
に
、
給
水
管
を
主
と

す
る
ラ
イ
ニ
ン
グ
施
工
を
お

こ
な
い
、
飲
料
水
の
安
全
性

の
向
上
を
追
求
し
て
き
た
。

　

管
更
生
工
事
は
、
管
改
修

工
事
の
よ
う
に
大
掛
か
り
な

も
の
で
は
な
く
、
既
設
の
ま

ま
工
事
に
取
り
か
か
れ
る
た

め
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
し

耐
用
年
数
も
長
く
、
短
時
間

で
安
全
な
給
水
管
に
仕
上
げ

ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を

も
っ
て
い
る
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
仕
事
を

し
て
い
る
以
上
、
変
化
も
激

し
く
、
基
本
と
な
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
通
り
の
工
事
を
す
る
こ

と
が
「
安
全
な
水
」
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

く
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と

し
て
社
会
的
な
立
場
を
明
確

に
し
、
責
務
を
遂
行
し
て
い

く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
考

え
、
東
京
都
に
取
得
申
請
を

行
っ
た
。
九
月
中
に
は
N
P

O
法
人
日
本
管
更
生
工
業
会

と
し
て
ス
タ
ー
ト
で
き
る
予

定
で
あ
る
。

　

今
後
、
日
本
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
管
更
生
技
術
の
指

導
を
通
じ
て
国
際
協
力
を
行

い
、
技
術
の
向
上
や
水
質
の

保
全
等
、
環
境
改
善
に
全
力

で
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
我
が
国
の
水
道
の
現
状
と
将
来
見
通
し
を
分
析
・
評
価
し
、
水
道
の
あ
る
べ
き
将
来

像
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
や
行
程
を
包
括
的
に
明
示
し
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
二
〇
〇
四
年
六
月
に
公
表
、
今
後
十
年
間
で
達
成
す
べ
き
目
標
を
設
定
し
た
。
さ
ら
な
る
水
道
水
質
管
理

水
準
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
中
、
管
更
生
工
事
に
使
用
さ
れ
る
資
機
材
の
見
解
を
厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道

課
水
道
水
質
管
理
室
の
倉
谷
英
和
室
長
補
佐
に
伺
っ
た
。�

■ 図 1  　日本管更生工業会の推進する9工法

だ
け
で
取
り
除
く
こ
と
は
難

か
し
い
。
築
十
年
前
後
を
経

過
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル

で
は
、
錆
が
原
因
で
排
水
管

が
詰
ま
っ
た
り
、
管
に
穴
が

あ
く
危
険
性
が
増
大
す
る
。

特
に
、
パ
イ
プ
に
穴
が
あ
く

ほ
ど
老
化
が
進
む
と
、
排
水

が
漏
れ
る
だ
け
で
な
く
、
排

水
管
全
体
を
取
り
替
え
る
大

掛
か
り
な
工
事
も
あ
り
得
る
。

排
水
管
更
生
工
法
は
、
排
水

管
を
取
り
替
え
る
こ
と
な
く
、

管
の
内
側
に
独
自
開
発
の
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
イ
ン
ナ
ー
パ
イ

プ
を
作
り
上
げ
る
新
し
い
発

想
の
排
水
管
延
命
・
長
命
化

技
術
で
あ
る
。

　

工
期
は
一
日
で
既
存
配
管

を
そ
の
ま
ま
利
用
。
排
水
能

力
が
回
復
し
、
腐
食
の
進
行

を
防
ぐ
、
環
境
を
考
慮
し
た

工
法
で
あ
る
。

施工前

エポキシ樹脂インナーパイプ

ライニングで継ぎ手部の

段差がなくなり、異物など

もひっかかりにくくなる！

放っておくと穴もあく！➡

施工後

➡
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■ 日本管更生工業会は『設立20周年』を経過し、
　 全国約80社の会員・団体で構成されています。

■ 給水管の赤水対策のため、給水管を更生する工法
   （エポキシ樹脂塗料により管内面をライニング）

　 として、国土交通省等の技術評価も得ております。

■ 技術の維持向上・水質の保全等、社会の環境
    改善に資するため、積極的に取組んでいます。

■ 管更生技士（技術資格者）が責任をもって事前診断
     から工程の検査・完成検査まで管理・施工します。

主な施工先

主な施工管

特　　徴

学校、官公庁宿舎、病院、マンション、
ホテル、工場、発電所他

給水管、給湯管、消火管、冷温水管、
排水管、鋼管、鋳鉄管、塩化ビニル
ライニング鋼管等

短工期で即効性に優れ、工費が安く、
ランニングコストもかからない。

　

昭
和
か
ら
平
成
は
じ
め
頃

に
か
け
て
、
水
道
用
の
塗
料

や
硬
化
剤
の
衛
生
性
が
問
題

と
な
り
、
タ
ー
ル
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
塗
料
の
使
用
が
中
止
さ

れ
る
な
ど
、
水
道
用
塗
料
の

見
直
し
が
議
論
さ
れ
た
時
期

が
あ
っ
た
が
、
「
二
液
性
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料
」
に
つ
い

て
は
、
衛
生
性
に
も
配
慮
し

て
平
成
四
年
に
新
た
に
規
格

が
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

建
築
物
の
給
水
配
管
等
で

行
わ
れ
る
更
生
工
事
用
の
塗

料
に
つ
い
て
は
、
塗
料
等
の

成
分
の
安
全
性
に
つ
い
て
の

配
慮
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ

れ
と
と
も
に
、
現
場
で
の
施

工
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

硬
化
・
乾
燥
が
十
分
行
わ
れ

ず
定
着
が
不
十
分
な
場
合
、

塗
料
成
分
等
の
溶
出
等
が
問

題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

の
現
場
で
は
、
こ
れ
が
省
令

の
基
準
を
満
た
す
塗
料
等
を

選
択
す
る
際
の
参
考
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
貯
水
槽
を
有
す
る

建
築
物
内
の
給
水
配
管
に
つ

い
て
は
、
水
道
法
は
適
用
さ

れ
ず
、
建
築
基
準
法
に
基
づ

く
構
造
材
質
基
準
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
水
道
と
同
様
の

資
機
材
等
が
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

■　

二
液
性
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

塗
料
に
つ
い
て

　

こ
の
た
め
、
更
生
工
事
を

行
っ
た
給
水
配
管
の
安
全
性

の
確
保
の
た
め
に
は
、
塗
料

成
分
等
の
安
全
性
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
検
証
を
行
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
の
配
管
構
造
等
の
条
件

に
応
じ
た
、
適
切
な
施
工
を

徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
ら
れ
る
。

■　

日
本
管
更
生
工
業
会
の

二
十
年
の
活
動
に
つ
い
て

　

今
日
、
水
道
水
の
安
全
性

や
お
い
し
さ
に
つ
い
て
、
高

い
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
お
い

し
い
水
道
水
を
蛇
口
ま
で
送

り
届
け
る
た
め
、
水
道
の
施

設
に
関
わ
る
塗
料
や
工
法
の

安
全
性
の
向
上
を
目
指
し
、

一
層
高
い
レ
ベ
ル
の
取
り
組

み
を
期
待
し
た
い
。

■　

水
道
で
使
用
さ
れ
る
資
機
材

や
給
水
装
置
の
基
準
に
つ
い
て

　

水
道
水
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、

水
道
法
で
は
、
確
保
す
べ
き
水
質

の
要
件
で
あ
る
水
質
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
を
確
保

す
る
た
め
必
要
な
水
道
施
設
や
そ

■ 平均的鋼管の経年状況と流水量

　新     管                   　 １０-１５年�    　　 　　　１５-２０年�    　　 　２０-２５年

流水量 １００％�        　６０－３０％�   　  ３０－２０％�      　　　２０％以下

◎ 

膜 

厚 

検 

査

◎ 

目 

視 

検 

査

◎ 

水 

質 

検 

査

◎ 

工
事
完
成
報
告給水管の入口部と出口部の

膜厚を検査する。
ファイバースコープを使っ
てパイプ内を検査する。

通水後は採水し、検査機関
に試験依頼をする。

工事完了後、竣工書類を提
出する。

■ 信頼できる確かな技術と厳しいチェック

Ａ・Ｓ

NPC

KPL

NSK

ASLⅡ

WL

NT

NPLⅡ

NRK-Ⅱ

全国A・S
管路更生工事協会

NPCパイプ
ライニング協会

関東パイプ
ライニング協同組合

日本
施設保全工業会

(株)きんぱいリノテック

日鐵物流君津(株)

(株)東京ライニング

日軽パネルシステム(株)
NPCパイプライニング協会

日本リフォーム(株)

乾式（水を使用せず）、天然石の研磨材使用で管内をブラスト、管を傷めることなく

完璧な研磨、気液環状流によるライニング。安全確実、経済的工法。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設技術評価81403号

乾燥エアと各種研磨材で錆を除去し、水洗・乾燥後、高速空気流で連続的に塗料

をライニングする。　　　　　　　　　　　　　　　　　 建設技術評価81401号

管の劣化状況を診断し、錆の質・量に応じた研磨剤で、管内の錆を除去。管内を

水洗乾燥後、確実な施工を信条に塗料をライニングする。

昇温型空気除湿器を用い、乾燥高温空気で錆の研磨を容易にし、乾燥空気を用い、

最適な温度で塗装できる全天候型経済的工法。

管内の錆を往復研磨で除去した後、内面に厚膜で均一な塗膜を形成できる工法で、

異径管用ピグと、環境に配慮した樹脂を開発し温水硬化促進により、即日給水が

できる1日工法である。他に15A～450Aまで施工可能なPIPS工法がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審査証明第0302号

二方向・二回ライニング。研磨後、スイーパーボールを通過させ管内清掃・管内異常

の有無確認。ライニング後、ボールを通過させ、塗膜厚の均一化、管閉塞防止。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 審査証明第0102号

高圧、高速気流中に投入した研磨材による2方向乾式研磨。ライニングは、高圧

高速気流による2回塗りにより塗膜の均一化、ピンホールの防止。管分岐部への

塗料の到達を圧力検知装置で検知、塗り残し防止。　　　　 審査証明第0103-A号　

サンドブラストによる研磨を二方向から行い、高圧水により管内を洗浄。脈動

空気流を用いた連続塗布を二回行う。　　　　　　　　　　審査証明第0502-1号

昇温型空気除湿器を用いて正逆二方向研磨。研磨後の管内清掃はスーパードライ

エアー（乾式）で実施、ライニングも同様に正逆二回塗布。   審査証明第0407号

工法の通称 推進団体・会社 工　法　の　特　長

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
水
中
に

浸
出
す
る
可
能
性
の
あ
る
物

質
ご
と
に
、
資
機
材
や
給
水

装
置
か
ら
の
浸
出
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
水
道
用
塗
料

と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
省
令

の
浸
出
等
の
基
準
を
満
た
す

も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
道
用
塗
料
の
具

体
的
な
規
格
と
し
て
は
、
日

本
水
道
協
会
（
Ｊ
Ｗ
Ｗ
Ａ
）

規
格
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、

水
道
事
業
体
等
の
水
道
施
設

　

給
水
管
の
法
定
耐
用
年

数
は
十
五
年
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
、
五
年
〜
十
年

で
管
内
に
錆
が
発
生
し
や

す
く
な
る
。

　

洗
濯
物
を
赤
く
汚
し
た

り
、
健
康
に
悪
影
響
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
、
給
水

ポ
ン
プ
に
負
担
を
か
け
消

費
電
力
の
浪
費
に
な
る
な

ど
、
建
物
全
体
の
機
能
を

マ
ヒ
さ
せ
る
結
果
に
な
り

か
ね
な
い
。

　

「
蛇
口
か
ら
赤
水
が
出

た
」
・
「
水
の
出
が
悪
い
」

な
ど
の
苦
情
が
で
た
場
合
、

給
水
管
内
部
の
老
朽
化
が

か
な
り
進
ん
で
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
給
水
管
の

定
期
的
な
検
査
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
。 

　

日
本
管
更
生
工
業
会
が

推
進
し
て
い
る
『
給
水
管

更
生
工
法
』
は
、
パ
イ
プ

を
取
り
替
え
ず
に
付
着
物

を
除
去
（
研
磨
工
程
）
し
、

エ
ポ
キ
シ
ラ
イ
ニ
ン
グ
（
ラ

イ
ニ
ン
グ
工
程
）
に
よ
り
完

全
更
生
を
行
う
優
れ
た
工
法

技
術
で
あ
る
。

　

施
工
の
事
前
診
断
か
ら
工

程
検
査
、
完
成
検
査
を
、
技

術
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て

管
更
生
技
士
が
管
理
し
、
誠

実
に
施
工
す
る
。

　

『
給
水
管
更
生
工
法
』
は
、

老
朽
化
し
た
給
水
管
を
新
た

に
取
り
替
え
る
場
合
に
比
べ
、

は
る
か
に
安
い
費
用
で
お
こ

な
え
、
研
磨
か
ら
ラ
イ
ニ
ン

グ
ま
で
の
工
程
も
短
期
施
工

を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
の
建
設
技
術

評
価
な
ら
び
審
査
証
明
で
評

価
さ
れ
た
注
目
技
術
で
あ
る
。

　

研　

磨　

工　

程

　

エ
ア
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

で
作
っ
た
圧
縮
空
気
を
リ
バ

イ
ブ
機
に
送
り
、
パ
イ
プ
内

に
空
気
流
を
導
入
。
こ
れ
に

研
磨
材
を
混
入
、
研
磨
し
、

給
水
管
更
生
工
法
（
給
水
管
内
研
磨+

ラ
イ
ニ
ン
グ
）

給
水
管
更
生
工
法
（
給
水
管
内
研
磨+

ラ
イ
ニ
ン
グ
）

排
水
管
更
生
工
法
（
排
水
管
更
生
技
術
）

排
水
管
更
生
工
法
（
排
水
管
更
生
技
術
）

管更生で赤水追放！

　

排
水
管
の
継
手
部
分
な

ど
に
生
じ
た
錆
は
、
洗
浄

付
着
物
を
取
り
除
く
も
の
で

あ
る
。
パ
イ
プ
の
口
径
や
長

さ
、
内
部
付
着
物
の
状
態
に

応
じ
て
リ
バ
イ
ブ
機
を
操
作

し
、
き
れ
い
に
除
去
。

　

研
磨
に
よ
っ
て
出
た
錆
や

粉
塵
は
、
管
末
か
ら
ホ
ー
ス

で
集
塵
機
に
完
全
回
収
す
る

た
め
公
害
の
心
配
は
な
い
。 

　

ラ
イ
ニ
ン
グ
工
程

　

二
液
性
エ
ポ
キ
シ
ン
樹
脂

塗
料
を
ミ
キ
サ
ー
で
完
全
混

合
の
う
え
圧
送
し
、
高
速
空

気
と
の
気
液
二
相
流
に
よ
り

管
内
面
を
均
一
に
塗
付
。

　

塗
膜
の
厚
さ
は
〇
・
三
〜

一
・
〇
ミ
リ
で
、
空
気
流
の

速
度
と
塗
料
の
注
入
量
に
よ

っ
て
調
整
す
る
。
水
は
一
切

使
わ
な
い
た
め
塗
料
の
付
着

が
非
常
に
よ
く
、
ど
ん
な
複

雑
な
管
路
で
も
施
工
で
き
る
。

ラ
イ
ニ
ン
グ
塗
料
は
人
体
無

害
で
あ
り
、
耐
久
性
も
優
れ

て
い
る
。


